
本調査の高校生版は、「�学習に関する意識・実態調査（アンケート調査）」と「�進
研模試」（ベネッセコーポレーションが実施する模擬試験）の２種類からなっています。

�は、第１回（１９９０年）、第２回（１９９６年）、第３回（２００１年）と、ほぼ同じ質問項目で、
同一の学校にご協力いただいています。また、�の調査結果と�の試験結果の関連をみ
る分析を、今回はじめて行いました。

なお、小学生版および中学生版では、「進研模試」に代わり、「学習到達度に関する調

査（到達度テスト）」を行い、同様の視点からの分析を行っています。

本調査の特徴は、以下のようにまとめられます。

１．時代による変化を正確に把握することができる

「�学習に関する意識・実態調査」は、時系列で調査することを目的として企画され
ている。調査項目は、教育環境の変化に応じて多少の追加・削除はあるが、ほぼ同一の

項目とし、毎回の調査で使用できるよう配慮した。本報告書の第１章では、１９９０年代の

子どもたちの意識・実態がどう変わったのかという視点で分析を行っている。

調査対象は、わが国の児童・生徒の実態を正確に反映するよう調査対象校の都市の規

模を考慮し、大都市、地方都市、郡部の３地域から選定した。また、対象学年は、もっ

とも安定していると思われる小５、中２、高２を選んだ。高校に関しては、進学状況に

よる特徴を探れるような対象校を選定した。調査対象校は、３回の調査ともほぼ同一で、

時代による変化を正確に把握することができる。

２．小学生、中学生、高校生の学習実態の比較ができる

「�学習に関する意識・実態調査」は、小学生、中学生、高校生という学校段階での
違いが比較できるよう、共通の調査項目を設定している。

報告書は、小学生版、中学生版、高校生版の３冊に分かれている。学校段階別分析に

ついての概要は、インターネットサイト（http : //www．crn．or．jp/LIBRARY/）にて

閲覧することができる。

３．意識・実態と学力の関係を明らかにしている

「�学習に関する意識・実態調査」と「�進研模試」（数学・国語・英語）のクロスデ
ータから、意識・実態と試験の結果（学力）がどのような関係にあるのかを明らかにし

ている。この結果と分析は、第２章にまとめてある。
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●第３回学習基本調査 高校生版

－２－



１９９０年�

１９９６年�

２００１年�

学習に関する意識・実態調査�
（アンケート調査）�

進研模試�

第１回�

２年生�
７月実施試験�

第２回�

第３回�

学習に関する意識・実態�
を明らかにする�

意識・実態と学力の�
関係を明らかにする�

個々の生徒の学力を�
把握する�

第１章の内容�

第２章の内容�

①� ②�

※小学生版、中学生版では、「進研模試」に代わり「学習到達度に関する調査（到達度テスト）」を実施
して分析している。
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� 学習に関する意識・実態調査（アンケート調査）

●調査テーマ

高校生の学習に関する意識・実態調査

●調査方法

学校通しの質問紙による自記式調査

●調査時期

２００１年５～６月

●調査対象

全国４地域［東京都内、および東北、四国、九州地方の都市部と郡部］の高校２年生

（普通科）３，８０８名

※第１回（１９９０年）２，００５名、第２回（１９９６年）２，６１５名

●調査項目

好きな教科・嫌いな教科／授業の理解度／家庭学習の時間・内容・様子／勉強の方法

／日常生活の中での「学習」／授業の受け方／好きな学校の勉強方法／学習塾・予備

校の利用／諸学習機会の利用／学習していて感じること／成績の自己評価／よい成績

をとるのに大切だと思うこと／学習上の悩み／成績観・学力観／希望する進学段階／

メディアの利用／家庭環境

※調査テーマ・方法・対象（調査校）は第１回、第２回とほぼ同じ。ただし、調査項目

の一部は、時代の変化に合わせて追加・削除している。

有効回答数 �学習に関する意識・実態調査（アンケート調査）

調査概要 …………………………………………………………………………………………………………

性 別 学校ランク（偏差値階層）

合計
男子 女子 無答・不明

上位ランク校
（５５以上）

中上位ランク校
５０以上
５５未満

中下位ランク校
４５以上
５０未満

下位ランク校
（４５未満）

東京都内 ５１３ ６２８ ２ ３６１ ４７７ ３０５ ０ １，１４３

地方都市（東北、四国、九州地方） ８７３ ７４２ ０ ７６４ ３４７ ０ ５０４ １，６１５

郡部（東北、四国、九州地方） ４９２ ５５８ ０ ３３７ ０ ３１４ ３９９ １，０５０

合 計 １，８７８ １，９２８ ２ １，４６２ ８２４ ６１９ ９０３ ３，８０８

（人）

）（ ）（

※学校ランクの偏差値は弊社「進研模試」のデータを使用（一部推定）。
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� 進研模試（模擬試験）

●実施時期

２００１年７月

●実施対象

「学習に関する意識・実態調査」の対象者（高校２年生）のうち、３，１０６名

※数学２，９１０名、国語３，０８５名、英語３，０９２名、すべて受験２，８９０名

●実施教科

教科／数学、国語、英語

※出題の方針・範囲など、詳細は第２章をご参照ください。

受験者数 �進研模試

……………………………………………………………………………………………………………………………………

性 別 学校ランク（偏差値階層）

合計
男子 女子 無答・不明

上位ランク校
（５５以上）

中上位ランク校
５０以上
５５未満

中下位ランク校
４５以上
５０未満

下位ランク校
（４５未満）

東京都内 ３４７ ４６６ ０ ７５ ４６０ ２７８ ０ ８１３

地方都市（東北、四国、九州地方） ８１０ ６５２ ０ ７２４ ３４４ ０ ３９４ １，４６２

郡部（東北、四国、九州地方） ３８９ ４４２ ０ ３３３ ０ ３１０ １８８ ８３１

合 計 １，５４６ １，５６０ ０ １，１３２ ８０４ ５８８ ５８２ ３，１０６

（人）

（ ）（ ）

※学校ランクの偏差値は弊社「進研模試」のデータを使用（一部推定）。
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